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１．日本の風土・自然・文化 

和辻哲郎 風土  
文化

モンスーン型 

忍従的・受容的

砂漠型 

戦闘的

牧場型 合理的

台風的特性

温帯モンスーン

村落共同体 ツミ ケガレ

母なる自然

万葉集
おのずから 花鳥風月

照葉樹林文化圏
ナラ林文化圏

村落共同体

恥の文化 ルース=ベネディクト 菊と刀
日本文化の重層性
雑種文化論
「うち」と「そと」

 

 

 

 

                                                   
1 和辻哲郎 間柄的存在

風土 人間の学としての倫理学  

1 4
1 2
3 4
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2．古代日本人の宗教・道徳観 

八百万
や お よ ろず

の神

アニミズム
祖先崇拝

氏神

まれびと

 

記紀神話
イザナギノミコト イザナミノミコト

天照大神
素戔嗚命

高天原
たかまがはら

黄泉
よ み の

国
く に

清
きよ

き明
あか

き心 清明
せいめい

心
しん

明き心

濁
きたなき

心
こころ

正直
せいちょく

誠

罪・穢れ

禊
みそぎ

祓
はら

え

1 4

1 

2

3

4

4
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3．仏教の伝来と奈良・平安仏教 

蕃
あだしくにの

神
かみ

仏教?ｳﾌﾌ、ｵｯｹｰ☆ 仏教?ダメだ! 日本古来の神様はどうなるんだ!!

十七条憲法 一.和を以て貴しと成し、忤
さか

ふること無きを宗とせよ。
日本的協調 儒教的道徳(上下) 

二.篤く三宝を敬え。三宝とは仏・法・僧なり。 
仏教の重視 

十.……我必ず聖に非ず。彼必ず愚かに非ず。共に是凡夫
ぼ ん ぷ

ならんのみ。…… 
凡夫：欲望の間に迷う人間 

三経義疏
さんぎょうのぎしょ

法華
ほ っ け

経・勝
しょう

鬘
まん

経・維摩
ゆ い ま

経

世間
せ け ん

虚仮
こ け

・唯仏
ゆいふつ

是
ぜ

真
しん

鎮護国家 聖武天皇

南都六宗 三論
さんろん

・成
じょう

実
じつ

・法相
ほっそう

・倶舎
く し ゃ

・華厳
け ご ん

・律
りつ

鑑真

鑑真
行基

現世
げ ん ぜ

利益
り や く

加持祈
か じ き

禱
とう

最澄 空海

加持祈禱

本地
ほ ん じ

垂迹説
すいじゃくせつ

権現
ごんげん

神仏
しんふつ

習合
しゅうごう

末法思想 正法 像法 末法

浄土信仰

浄土教 厭離
お ん り

穢土
え ど

・欣求
ご ん ぐ

浄土
じ ょう ど

(西方)極楽浄土

厭離穢土・欣求浄土 往生 阿弥陀仏
口称(称名)念仏 南無阿弥陀仏
観想念仏

空也
源信 往生要集

  

 

  
1 4

1 
2
3
4

4 1 2 3
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4．最澄と空海 

天台宗 比叡山延暦寺 山家学生式
さんかがくしょうしき

顕戒論

法華経 一乗思想

戒壇
(法華)一乗思想

真言宗 高野山
こ う や さ ん

金剛
こんごう

峰寺
ぶ じ

綜
しゅ

芸
げい

種
しゅ

智院
ち い ん

三教指帰
さ ん ご う し い き

十住心論
じゅうじゅうしんろん

大日如来
三密

密教 即身成仏

密教 顕
けん

教
ぎょう

大日如来

三密 印
いん

契
げい

真言

真言 マントラ

即身成仏

曼荼羅
ま ん だ ら

胎蔵界曼荼羅

  

1 4
1 
2
3
4

1 2 3
4



7 
 

5．鎌倉仏教① 

 宗派・開宗 開祖 総本山 主要著書 教義と特色 

 
 

 
浄 
土 
宗 
系 

浄土宗 法然 
選択
せんちゃく

本願
ほんがん

念仏集
ねんぶつしゅう 専修念仏

浄土真宗 親鸞 教行信証

唯円 歎異抄
たんにしょう 悪人正機説

時宗 一遍 
踊念仏

日 
蓮 
宗 
系 

日蓮宗 日蓮 立正安国論 題目

 
禅 
宗 
系 

臨済宗 栄西 興禅護国論 公案

曹洞宗 道元 
正法眼蔵
しょうぼうげんぞう 只管打坐

易行
選択

専修 唱題

■浄土宗系 

浄土宗 選択
せんちゃく

本願
ほんがん

念仏集
ねんぶつしゅう

 
本願

他力
本願

専修
せんじゅ

念仏

浄土真宗 教行信証 唯円 歎異抄
たんにしょう

悪人正機 絶対他力

悪人
あくにん

正機
し ょう き

「善人なおもて往生をとぐ、いわんや悪人をや」

絶対他力 自然法
じ ね ん ほ う

爾
に

時宗

踊念仏

 

  

1 4
1 
2
3
4

2 1 3 4
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6．鎌倉仏教② 
■日蓮宗系 

日蓮宗 立正安
りっしょうあん

国論
こくろん

開目抄
 

法華経 題目 唱題
立正安国

法華経

題目 唱題
法華経の行者 法難

四箇
し か

格言
かくげん

念仏無間・禅天魔・真言亡国・律国賊

■禅宗系 

自力 他力
臨済宗 興禅護国論

曹洞宗 正法眼蔵
しょうぼうげんぞう

心身脱落 正法眼蔵随聞記

只管打坐
身心脱落 修証一等

只管
し か ん

打坐
た ざ

身心
しんじん

脱落
だつらく

仏道をならうということは、自己をならうなり。自己をならうというは、自己を忘るるなり。自
己を忘るるというは、万法に証せらるるなり。(現実に実証される) 万法に証せらるるというは、自
己の身心、および他己の身心をして脱落せしむるなり。

修証一等

 

  

1 4
1 

2

3

4

1 2 3
4
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7．仏教と日本文化 

祇園精舎の鐘の声 諸行無常の響きあり 沙羅双樹の花の色 盛者必衰の 理
ことわり

をあらはす  

  ゆく河の流れは絶えずして しかももとの水にあらず                   

  くすむひとは見られぬ、ゆめのゆめゆめ世をうつつがほして  

なにせうぞ、くすんで、一期は夢よ、ただ狂へ                      

  願はくは 花の下にて 春死なむ  そのきさらぎの 望月のころ              

 

鴨長明 方丈記

徒然草

西行 山家集

能 幽玄 世阿弥

 

  

1 4
1 
2
3
4

3 1 2 4
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8．儒教と朱子学 

藤原惺窩
せ い か

林羅山
湯島聖堂学問所

昌平坂学問所(昌平黌
こ う

)

春鑑抄 三徳抄

上下定分の 理
ことわり

「天は尊く地は卑し、天は高く地は低し、上下差別あるごとく、 
人にもまた君は尊く、臣は卑しきぞ」  

存心持敬 敬
敬

木下順庵 

新井白石 

室鳩巣
むろきゅうそう

 

雨森
あめのもり

芳州
ほうしゅう

 

貝原
かいばら

益軒
えきけん

 

南村梅軒 

山崎闇斎 

佐藤直方 

 

  

1 4
1 
2
3

4
1 2 3 4
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9．日本の陽明学・儒学 

中江藤樹
翁問答 藤樹書院

孝

良知
知行合一
時・処・位

熊沢蕃山
ばんざん

山鹿素行
士道

聖教要録
士道

「武士道というは、死ぬことと見つけたり」 

伊藤仁斎 伊藤東涯

童子問 語孟字義 古義堂
仁・愛…

誠
忠信

荻生徂徠 蘐
けん

弁道 弁名
先王の道

経世済民
太宰春台

 

  

1 4
1 
2
3
4

2 1 3 4
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10．国学・神道 

古道 漢心

契沖
けいちゅう

国学

万葉代
まんようだい

匠記
し ょう き

荷田春満
かだのあずままろ

賀茂真淵
か も の ま ぶ ち ［

国意考

「いにしへは、ますらをはたけくををしきを、むねとすれば、うたもしかり」

高く直き心 ますらおぶり
高く直き心
ますらおぶり(益荒男振)

たおやめぶり

本居宣
もとおりのり

長
なが

古事記伝 惟神の道 玉
たま

勝間
か つ ま

源氏物語玉
たま

の小櫛
お ぐ し

もののあはれ

惟
かん

神
ながら

の道
みち

真心 漢心
もののあはれ

真心

漢
から

心
ごころ

たおやめぶり(手弱女振)

平田
ひ ら た

篤
あつ

胤
たね

復古神道

塙
はなわ

保己一
ほ き い ち

垂加
す い か

神道
しんとう

山崎闇斎

復古神道

 

  

1 4
1 
2
3
4

3
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11．江戸期の民衆思想 

石田梅岩
ばいがん

心学

都
と

鄙
ひ

問答
もんどう

心学(石門心学)

「商人の買利は士の禄に同じ」

正直
せいちょく

・倹約
けんやく

「先も立ち、我も立つ」
「ときにあたり法にかなふやうに用ゆる事」 

「商人の買
ばい

利
り

は士の禄
ろ く

に同じ」

鈴木正三
しょうさん

万民
ばんみん

徳用
とくよう

富永仲基
なかもと

井原西鶴

近松門左衛門

義理・人情

安藤
あんどう

昌
しょう

益
えき

自然
じ ね ん

真営
しんえい

道
どう

万人直耕 自然世 法
ほう

世
せい

自然
し ぜ ん

世
せい

万人
ばんにん

直
ちょっ

耕
こう

不耕
ふ こ う

貪食
どんじき

の徒
と

二宮尊徳

報徳思想

天道・人道

分度
ぶ ん ど

推
すい

譲
じょう

 

  

 13 

 14 

 13  14 1 4
 13 1 2 3 4  14 1 2 3 4

4 1 2 3  
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12．洋学と幕末の思想 
ザビエル

鎖国
蘭学

洋学

和魂
わ こ ん

洋才
ようさい

青木昆
こん

陽
よう

『解体新書』 前野良沢
りょうたく

杉田玄
げん

白
ぱく

杉田玄白 蘭学
らんがく

事始
ことはじめ

三浦梅園
ばいえん

緒方
お が た

洪
こう

庵
あん

適
てき

塾
じゅく

(適々斎塾)

シーボルト

高野
た か の

長英
ちょうえい

尚
しょう

歯会
し か い

(蛮社 戊
ぼ

戌
じゅつ

夢物

語 蛮社の獄

渡辺崋山
か ざ ん

慎機論
しんきろん

水戸学

大義名分論
尊王攘夷論

佐久間象山
しょうざん

「東洋道徳,西洋芸術」
吉田松陰

松下村塾

一君万民論

横井小楠
しょうなん

 

 

  

1 4
1
2
3
4

2 1  



15 
 

13．啓蒙思想 
明治維新

富国強兵
近代化

文明開化

明六社

福沢諭吉
学問のすヽめ 文明論之概略 慶応義塾

天
てん

賦
ぷ

人権論

「天は人の上に人を造らず、人の下に人を造らずと云へり…」
「門閥制度は親の敵(かたき)でござる」 

独立自尊
「一身独立して一国独立す」

実学 「人間普通日用に近き実学」
脱亜論

「アジア東方の悪友」 謝絶

中村正直
まさなお

西周
にしあまね

森有礼
ありのり

加藤弘之

 

 

  

ア イ

1 4
ア

イ

1 ア イ 2 ア イ

3 ア イ 4 ア イ

2  
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14．自由民権運動 

自由民権思想

中江兆民 植木枝盛

中江
な か え

兆
ちょう

民
みん

東洋のルソー

三酔人経綸問答
さんすいじんけいりんもんどう

一年有半
ゆうはん

民約
みんやく

訳解
やくかい

恩賜的民権

恢復
かいふく

(回復)的民権

植木
う え き

枝
え

盛
もり

 

 

  

適当でないもの 1 4

1
2
3
4

4  
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15．国粋主義 

欧化主義
三宅雪嶺 陸羯南

欧化主義

三宅雪
せつ

嶺
れい

陸羯
くがかつ

南
なん

志賀重昂
しげたか

西村茂樹

国民道徳 教育勅語
日本道徳論

教育勅語

井上哲次郎

徳富
とくとみ

蘇峰
そ ほ う

平民的欧化主義 国民之友

国民之友

平民主義

岡倉天心

 

  

1 4

1

2 , ,

3
4

3  
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16．日本のキリスト教 

内村鑑三

余は如何にして基督信徒となりし乎

二つの J

「私は日本のために 日本は世界のために 世界はキリストのために そしてすべては神のために」  

武士道に接木されたるキリスト教

無教会主義

非戦論

内村鑑三不敬事件

新渡戸稲造

武士道

新島襄
じょう

植村正久

  

1 4
1
2

3 , ,

4 , , ,

2  
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17．大正デモクラシー 

吉野作造

美濃部
み の べ

達吉

天皇機関説

全国水平社

水平社宣言 人の世に熱あれ、人間
じんかん

に光あれ

岸田俊子 景山(福田)英子
平塚らいてう

青鞜
せいとう

「元始、女性は実に太陽であつた。真正の人であつた。今、女性は月である。他に依って生き、他の光によつて輝く病人の

やうな蒼白い顔の月である。私共は隠されて仕舞つた我が太陽を今や取戻さねばならぬ。」     

田中正造 足尾銅山
鉱毒事件

 

  

1 4

1

2 

3 

4 

1 2 3 4  
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18．日本の社会主義 

幸
こう

徳
とく

秋水
しゅうすい

『平民新聞』
大逆事件

廿
にじっ

世
せい

紀之
き の

怪物帝国主義

社会主義神髄

大逆事件

堺利彦

片山潜
せん

社会民主党

安部磯雄

木下尚
なお

江
え

河上肇
はじめ

貧乏物語

  

1
4

1
2 
3 
4 

1 2 3 4  
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19．近代的自我と文学 

北村透谷
とうこく

想世界
内部生命論

与謝野晶子

君死にたまうこと勿
なか

れ

島崎藤村

夏目漱石

自己本位

個人主義
エゴイズム

則天去私

現代日本の開化 内発的開化

私の個人主義 こゝろ 明暗

森鷗外

諦念

舞姫
阿部

一族 高瀬舟

武者小路
むしゃのこうじ

実篤
さねあつ

1 4
1

2 

3 

4 

3 1 2 4  
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20．日本の伝統に根差した思想 
西田幾多郎

純粋経験
善の研究

純粋経験 主客未分

西田哲学

場所の論理

和辻哲郎

風土 cf. 人間の学としての倫理学
倫理学

間柄的存在

柳田国男
新国学

民俗学
常民

南方熊楠
みなかたくまぐす

神社合祀令

柳宗悦
むねよし

民芸

 

  

適当でないもの 1 4
1

2 

3

4 

4 1 2 3
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21．その他の思想家 

超国家主義

超国家主義

北一輝
き た い っ き

国体

軍国主義

丸山
まるやま

真男
ま さ お

石橋
いしばし

湛山
たんざん

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「 燕 雀 何 知 鴻 鵠 志 哉

えんじゃく いずくんぞ こうこくの こころざしを しらんや

」  センター倫理、頑張ってください。 

理解する倫理～日本思想編～ 最終講・終 

 

1 4

1

2 

3

4 

1 1  c.f.#2

4 1 2 3  
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